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熊本 和夫
（自民党）

今井 政範
（自民クラブ）

小平 美智雄
（市民連合）

ここがききたい!　一般質問

新
生
児
聴
覚
検
査
の

支
援
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
新
産
業
団
地
造
成
②
幼
児
教
育

の
無
償
化
に
伴
う
政
策
③
市
の
自
転

車
政
策
の
推
進
④
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
コ
ー
ス

⑤
北
西
部
地
域
の
強
み
を
生
か
す
政

策
⑥
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
の
老
朽
化

対
策
な
ど
⑦
市
庁
舎
の
消
灯
時
間

設
定
の
通
年
化
を
目
指
し
た
働
き

方
改
革
な
ど
⑧
部
活
動
指
導
員

問

問

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ（
市
長
の
決
意
ほ
か
）②
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
と

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
③
公

文
書
管
理
④
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
入

札
契
約
制
度
の
取
り
組
み
⑤
職
員

数
の
適
正
化
⑥
自
転
車
安
全
条
例

の
制
定
⑦
新
産
業
団
地
の
造
成
⑧
自

動
車
の
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー

　
　

大
谷
地
域
に
つ
い
て
、

こ
こ
数
年
、
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
が
年
々
増
加
し
、
30

年
5
月
に
は
大
谷
石
文
化
が

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
、
世

界
が
認
め
る
観
光
地
へ
と
変

ぼ
う
し
て
い
く
こ
と
も
期
待

し
て
い
る
。

　

大
谷
地
区
に
再
び
に
ぎ
わ

い
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
を
肌

で
感
じ
る
一
方
、
観
光
地
に

欠
か
せ
な
い
お
も
て
な
し
の

機
能
が
不
足
し
て
い
る
と
思

う
。
こ
の
よ
う
な
中
、
コ
ト

消
費
拡
大
に
向
け
た
体
験
型

の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
世
界

の
趨
勢
に
な
り
つ
つ
あ
り
、

今
後
、
世
界
の
観
光
地
・
大

谷
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の

充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

世
界
の
観
光
地
大
谷

の
実
現
に
向
け
て

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
が
中
心
と
な

り
関
係
機
関
と
連
携
し
、
保

護
者
の
意
向
や
個
々
の
状
況

に
応
じ
た
適
切
な
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
医
療
的
ケ

ア
児
の
増
加
や
病
状
の
多
様

化
に
よ
り
、
よ
り
高
い
専
門

性
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

関
係
機
関
の
職
員
に
研
修
の

受
講
を
働
き
か
け
る
な
ど
し
、

質
の
高
い
相
談
支
援
体
制
の

強
化
に
努
め
る
。

　

②
30
年
度
か
ら
保
育
所
等

に
受
入
促
進
の
た
め
の
研
修

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
受
入

環
境
の
整
備
促
進
に
取
り
組

む
。
今
後
、
国
の
モ
デ
ル
事

業
の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
効

果
的
な
新
た
な
仕
組
み
や
支

援
方
法
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

答
　
　

①
医
療
的
ケ
ア
児
が
退

院
す
る
前
か
ら
5
か
所
の
子

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
ま
ち
づ
く
り（
公
共
交

通
網
の
形
成
計
画
の
策
定
、事
業
用

地
の
取
得
と
市
民
合
意
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿

線
の
ま
ち
づ
く
り
）②
地
域
の
防
災

活
動
を
生
か
し
た
避
難
場
所
の
指
定

③
本
市
農
畜
産
物
・
特
産
品
の
流
通

拡
大
④
消
防
団
で
所
有
す
る
消
防

自
動
車
に
係
る
準
中
型
免
許
の
新
設

に
伴
う
対
応

　
　

市
が
30
年
3
月
に
策
定

し
た
第
1
期
障
が
い
児
福
祉

サ
ー
ビ
ス
計
画
で
は
、
医
療

的
ケ
ア
児
に
対
し
一
部
対
応

の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
が

十
分
で
は
な
く
、
支
援
体
制

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　

①
乳
幼
児
期
か
ら
継
続
し

た
支
援
が
行
え
る
よ
う
専
門

的
な
人
材
の
育
成
や
相
談
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
体
制
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　

②
他
自
治
体
の
先
進
事
例

を
踏
ま
え
、
保
育
の
受
入
体

制
の
構
築
や
保
育
士
が
認
定

特
定
行
為
業
務
従
事
者
と
な

る
た
め
の
研
修
支
援
を
図
り
、

受
入
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の

支
援
強
化
の
た
め
に

問

答
　
　

産
後
4
か
月
ま
で
の
全

て
の
母
親
を
対
象
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
9
割
以
上
の
新

生
児
が
聴
覚
検
査
を
受
診
し

て
い
る
一
方
で
、
検
査
の
重

要
性
を
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
検
査
費
用
に
負
担
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
、
市
産
婦
人
科
医
会
か

ら
、
検
査
費
用
の
公
費
助
成

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
30
年
度
か
ら

新
た
に
作
成
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
周
知
啓

発
や
受
診
勧
奨
の
強
化
を

図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
、
検
査
の
公
費
助
成

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
支

援
の
充
実
、

強
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

答
　
　

現
在
、
大
谷
石
採
取

場
跡
地
を
活
用
し
た
地
底
湖

ク
ル
ー
ズ
が
様
々
な
世
代
か

ら
人
気
を
博
し
て
お
り
、
こ

う
し
た
コ
ト
消
費
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
地
域
に
点

在
す
る
魅
力
あ
る
資
源
を
活

か
し
た
多
様
な
体
験
型
コ
ン

テ
ン
ツ
の
充
実
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
30
年
度
は
、
民

間
事
業
者
な
ど
と
協
力
し
、

国
内
外
の
観
光
客
を
対
象
に

屋
外
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の

観
光
ツ
ア
ー
を
試
験
的
に
実

施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
課

題
や
顧
客
ニ
ー
ズ
な
ど
の
市

場
性
を
把
握
し
た
う
え
で
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
も
選

ば
れ
る
大
谷
な
ら
で
は
の
体

験
型
コ
ン
テ
ン

ツ
の
早
期
商
品

化
を
目
指
す
。

　
　

聴
覚
障
が
い
は
、
早
期

発
見
・
療
育
に
よ
り
、
音
声

言
語
発
達
等
へ
の
影
響
が
最

小
限
に
抑
え
ら
れ
る
た
め
、

新
生
児
聴
覚
検
査
に
つ
い
て
、

国
や
県
で
は
普
及
啓
発
に
取

り
組
み
、
県
内
他
市
町
に
お

い
て
は
公
費
助
成
が
開
始
さ

れ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
妊
産
婦
医
療
費

助
成
な
ど
中
核
市
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
支
援
を
実
施
し
て
お

り
、
乳
幼
児
に
対
す
る
全
て

の
健
診
・
検
査
が
無
料
で
受

診
で
き
る
が
、
新
生
児
聴
覚

検
査
の
み
自
己
負
担
で
あ
る
。

　

新
生
児
聴
覚
検
査
の
受
診

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
支
援
を

必
要
と
す
る
子
ど
も
の
早
期

発
見
・
療
育
に
つ
な
が
る
よ

う
検
査
費
用
の
公
費
助
成
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

※

1
※

2

す
う
せ
い

※1 コト消費・・・物を所有することではなく、その物の購入によって得られる経験、もしくはサービスにおける経験そのものに価値を見出す消費傾向のこと
※2 体験型の観光コンテンツ・・・従来の見る観光に対して、地域固有の資源などを活用し、その場所ならではの体験を提供する観光商品のこと
※3 認定特定行為業務従事者・・・介護職員等であって、喀痰（かくたん）吸引等の業務の登録認定を受けた従事者

※
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